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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　本文とともに背部を綴じ、表紙のひら裏面に貼着する見返し用紙であって、前記見返し
用紙の、前記表紙のひら裏面に貼着する側の表面一面に硬化したホットメルト接着剤層を
形成するとともに、前記表面の一部に粘着剤層を形成してなることを特徴とする製本用見
返し用紙。
【請求項２】
　硬化したホットメルト接着剤層の上面に粘着剤層を形成してなることを特徴とする請求
項１に記載の製本用見返し用紙。
【請求項３】
　硬化したホットメルト接着剤層および粘着剤層の上面に剥離紙を設けてなることを特徴
とする請求項１に記載の製本用見返し用紙。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、硬化したホットメルト接着剤層を備えた製本用見返し用紙に関するものであ
る。
【背景技術】
【０００２】
　硬い表紙に包まれた製本物はよく知られている。このような製本物の製本には、本の表
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表紙側に位置する表ひら、背、本の裏表紙側に位置する裏ひらのそれぞれを形成する板紙
などの芯紙を並置し、並置した芯紙の上面に表紙用紙を被せ、芯紙の端縁に沿って適宜の
幅裏側に折返して各芯紙に貼着して硬い表紙を作成し、この表紙を、本文の外側両側面に
見返し用紙をあてがい、その背を糊で綴じて作成した本体（以下、本身という。）と合わ
せ、見返し用紙を表ひら裏面および裏ひら裏面にそれぞれ貼着し、これにより製本を完成
させる、いわゆる簡易上製本がある。
【特許文献１】特開平８－２８２１４９号公報
【特許文献２】特開２００２－１９３２８号公報
【特許文献３】特開２００２－１６６６７９号公報
【０００３】
　とかろで、見返し用紙をひら裏面に貼るとき、一般的に接着剤としてでんぷん糊や水溶
性合成樹脂糊を用い、この糊をローラや刷毛を用いて見返し用紙に塗布し、水分で見返し
用紙が撓まないうちに、また接着力が強くなり過ぎないうちに手早く貼り付ける必要があ
り、その貼付け作業には熟練が要求される。また、液状の接着剤であるため、準備や後始
末に手間がかかり、多量に製本するときは良いが、少量のときは段取り時間の割合が大き
くなり、生産性を著しく落とすことになる。さらには水分が表紙に浸透することによる表
紙の反り矯正に多くの時間を要することもある。
【０００４】
　このような貼付け作業の手間や時間を低減するために、シート粘着剤や両面粘着テープ
を貼り付けた見返し用紙を使用することが考えられており、このような粘着剤を貼り付け
た見返し用紙であれば、粘着剤の上にひら裏面を重ねて押圧するだけの簡単な作業により
、見返し用紙をひら裏面に貼り付けることができる。しかし、粘着剤は時間が経過しても
完全に固化しないため、場合によっては見返し用紙が表紙から剥がれるという問題がある
。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明が解決しようとする課題は、見返し用紙の表紙への貼付けに熟練を要さず容易に
行え、貼付け作業に要する手間や時間を低減し、かつ貼付け後は強固な接着力を維持する
見返し用紙を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、本文とともに背部を綴じ、表紙のひら裏面に貼着する見返し用紙であって、
前記見返し用紙の、前記表紙のひら裏面に貼着する側の表面一面に硬化したホットメルト
接着剤層を形成するとともに、周囲面を除く中央部表面に粘着剤層を形成してなることを
最も主要な特徴とする。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明では、表紙を閉じて表紙のひら裏面を見返し用紙のホットメルト接着剤層および
粘着剤層の上に重ねて押圧し、表紙と見返し用紙を粘着剤で仮接着し、その状態で表紙を
開き、見返し用紙の上面を加熱押圧してホットメルト接着剤を溶解して表紙と見返し用紙
を本接着する。粘着剤での仮接着により、見返し用紙の貼付け位置は表紙を開いてもその
位置が維持され、ホットメルト接着剤での接着後表紙を閉じても本のみぞ付近での見返し
用紙の撓みは発生しない。
【０００８】
　したがって、本発明に係る見返し用紙によれば表紙を閉じた仮接着と表紙を開いた本接
着との簡単な作業かつ短時間で表紙と見返し用紙との正確な接着ができ、また、接着はホ
ットメルト接着剤によるものであり、接着力が強固であり、見返し用紙が表紙から剥がれ
る恐れはなくなる。これにより見返し用紙の貼付けに熟練を要することなく容易に行え、
小部数であっても効率よく上製本および簡易上製本を作成することができる。
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【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　見返し用紙の表紙への貼付けに熟練を要さず容易に行え、貼付け作業に要する手間や時
間を低減し、かつ貼付け後は強固な接着力を維持する見返し用紙を提供する目的を、見返
し用紙にホットメルト接着剤と粘着剤とを組み合わせて形成することにより達成した。
【実施例１】
【００１０】
　図１は実施例に係る本身の構成を示す斜視図、図２ないし図４は本身と表紙の組み立て
を示す工程図、図５は製本完成斜視図である。図１において、Ｈは本身、１は本文、２は
見返し用紙、３は寒冷紗である。見返し用紙２は一枚の用紙を２つ折りし、その一方をき
き紙２ａ、他方をあそび紙２ｂとされ、きき紙２ａの外側表面一面に硬化したホットメル
ト接着剤層４が形成され、きき紙２ａの周囲縁面および寒冷紗３が当接する部分を除く中
央部に長方形状の粘着剤層５が形成されている。
【００１１】
　そして、本文１の背と見返し用紙２の折り位置を背として並べ、その背にホットメルト
接着剤を塗着し寒冷紗３をあてがって綴じ、適宜のど溝を形成し、これにより本身Ｈを完
成させる。完成させた本身Ｈは、図２に示すように予め作成した硬い表紙６に合わせる。
表紙６は本の表表紙側に位置する表ひら、背、本の裏表紙側に位置する裏ひらのそれぞれ
を形成する板紙などの芯紙６ａ、６ｂ、６ｃを並置し、並置した芯紙の上面に表紙用紙７
を被せ、芯紙６ａ、６ｂ、６ｃの端縁に沿って適宜の幅裏側に折返７ａして各芯紙に貼着
して硬い表紙に作成されている。
【００１２】
　表紙６と本身Ｈを合わせた状態で、ホットメルト接着剤層４および粘着剤層５の上面に
剥離紙がある場合にはこれを剥離して表紙６を閉じて押圧する。この押圧で見返し用紙２
のきき紙２ａに形成した粘着剤層５により、本身Ｈの両側のそれぞれに位置するきき紙２
ａはそれぞれ表ひら裏面および裏ひらの裏面に接着する。この状態で表紙６を図３に示す
ように開き、きき紙２ａの上面から加熱棒などで押圧しホットメルト接着剤層を溶解する
。この溶解によりきき紙２ａはそれぞれ表ひら裏面および裏ひらの裏面全面に接着する。
そのあと、表紙６を図４に示すように閉じ、ホットメルト接着剤がほぼ硬化するまで押圧
し、図５に示すように製本を完成させる。
【００１３】
　このようにホットメルト接着剤と粘着剤とを組み合わせて形成した見返し用紙では、粘
着剤で見返し用紙の貼付け位置を固定した状態で表紙を開き、ホットメルト接着剤の溶融
を見返し用紙の上から行うことができ、ホットメルト接着剤による接着を確実かつ容易に
行うことができる。すなわち、見返し用紙の表紙への接着に予めホットメルト接着剤層を
形成した見返し用紙を利用することができる。したがって、見返し用紙の貼付けに熟練を
要することなく容易に行え、小部数であっても効率よく上製本および簡易上製本を作成す
ることができる。
【００１４】
　以上の実施例では、長方形状の粘着剤層を予めホットメルト接着剤層を形成した見返し
用紙の周囲縁面を除く中央部分に形成し、その周囲縁面の接着強度を高めているが、見返
し用紙に形成する粘着剤層は、円形状あるいは線状など任意であり、また、見返し用紙の
周囲縁面にかかるようにしてもよい。たとえば、見返し用紙の一端から他端に伸びる線状
に形成するようにしてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の実施例に係る本身の構成を示す斜視図である。
【図２】図１に示す本身と表紙の組み立てを示す工程図である。
【図３】図１に示す本身と表紙の組み立てを示す工程図である。
【図４】図１に示す本身と表紙の組み立てを示す工程図である。



(4) JP 4502682 B2 2010.7.14

【図５】製本完成斜視図である。
【符号の説明】
【００１６】
　１　本文
２　見返し用紙
３　寒冷紗
４　ホットメルト接着剤層
６　表紙
Ｈ　本身

【図１】 【図２】

【図３】
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【図４】

【図５】
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